
原水爆禁止 2011 年世界大会・科学者集会

ノーモア ヒロシマ・ナガサキ，
ノーモア フクシマ，

ノーモア ヒバクシャ
～非核の世界をめざして～

7 月 31 日（日）10:00～16:30

じゅうろくプラザ（JR 岐阜駅に隣接、徒歩 3 分）

●参加費：会員・一般 1000 円、院生・学生 500 円

《プログラム》

10:10 ［基調報告］「核兵器のない世界への展望と原発から再生可能エネルギーへの転換」

沢田昭二（名古屋大学名誉教授）

11:10 ［報告 １］「『日米軍事同盟』の動向」 伊藤宏之（福島大学特任教授）

11:40 ［海外代表の特別報告］「『イタリアの脱原発の国民投票』について」

アンジェロ・バラッカ（フィレンツェ大学教授）

13:10 ［報告 ２］「福島原発事故－惨禍の地域社会」 清水修二（福島大学副学長）

13:40 ［報告 ３］「内部被曝の危険性（１） 物理学的側面」

～放射線の作用と ICRP 批判―放射線被曝を科学から遠ざけた基準～

矢ヶ崎克馬（琉球大学名誉教授）

14:10 ［報告 ４］「内部被曝の危険性（２） 医学的側面」

～放射線医学と疫学に基づく内部被曝健康影響研究の到達点と課題～

松井英介（岐阜環境医学研究所所長）

14:50 ［報告 ５］「高レベル放射性廃棄物地層処分問題から見た原発の犯罪性」

～岐阜県における超深地層処分反対運動～

古瀬和寛（古瀬医院院長、「東濃・下伊那とその下流域を

核のごみから守る連絡会」会長）

15:20 （総合討論） 16:30 閉会

＊大勢の皆様の参加をお待ちしております。

当日、会場にての受け付となります。ぜひ、ご参加ください。

《問い合わせ》日本科学者会議 岐阜支部 事務局

shinyo118 アットマーク yahoo.co.jp


